





















向を無視できなくなった国会は、超党派の議員立法による「自殺対策基本法」を 2006 年 6



































































































































































































































































































































































自殺論とは相容れないことを簡単に確認し、論文を締めくくる(Vgl. S. 209)。 
ヴィットヴェアにとってカント自殺論の検討作業は、カントの自殺禁止の議論の無力を
示すという仕方で、反カント陣営に与した自殺論を立てざるを得ないということを主張す










































































(Grundlegung zur Metaphysik der Sitten)、KpV =『実践理性批判』(Kritik der 
praktischen Vernunft)、Relig.=『単なる理性の限界内の宗教』(Die Religion innerhalb der 
Grenzen der bloßen Vernunft)、MST =『道徳の形而上学・徳論』(Metaphysik der Sitten)、
Refl. =『レフレクシオーン』(Reflexionen)。『倫理学講義』は VE と略記し、ページ付け
については、Gerd Gerhardt(hrsg.), Immanuel Kant Eine Vorlesung über Ethik, 













日出版社、1989 年、88 頁。 
3  Wissenschaftlicher Assistent am Lehrstuhl für Praktische Philosophie/Rechts- und 
Sozialphilosophie der Humboldt-Universität zu Berlin 
4  Hector Wittwer, Über Kants Verbot der Selbsttötung, in: Kant-Studien 92. 
Jahrgang/ Heft 2, 2001, S. 180-209.この論文からの引用は、本文中にページ数を示す。 
5  例外を許容する不完全義務に認められる「決疑論的問題」が、例外を許さない完全義務





6 Vgl. VE, 163. 









行為の直接的結果に制限されてもいないため、カントの定義よりも広い（Vgl. S. 181Anm.）。 
9  Vgl. VE, 166f. 
10 本稿では引用の際、moralisch、sittlich いずれも「道徳的」と訳している。 




13 Vgl. VE, 164, 178f., GMS, 4, 429, Refl., 19, 165f. Nr. 6801.  
14 「奴隷」、「農奴」の例を挙げるまでもなく、他者も物件として、つまり意志を持たない
客体として扱うことは可能である（Vgl. S. 188）。 
15 Vgl. VE, 161-167, Refl., 19, 165f. Nr. 6801. 
16 Vgl. GMS, 4, 421f., KpV, 5, 43f.. 
17 Vgl. MST, 6, 422f.. 




」であることを示唆している（Hector Wittwer, Über einige 
Voraussetzungen und Ergebnisse der Ethik Kants, in: Philosophisches Jahrbuch 110. 









244-5 頁。  
22 カール-オットー・アーペル、「コミュニケーション共同体のアプリオリと倫理の基礎」
（『哲学の変換』所収）、礒江景孜訳、二玄社、1986 年、268-9 頁。 





（『哲学の変換』所収）、礒江景孜訳、二玄社、1986 年、301 頁。 
